
教　　　科：地理歴史 　　科目：日本史Ｂ  　　単位数： ６単位

対象学年組： 第３学年　Ａ組～Ｇ組　　

指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

４

月

旧石器時代・縄文時代の暮らし

旧石器時代の人々が海面降下により渡ってきたことや氷河時代の気候に即した生活をして

いったことを理解する。気候の温暖化により、食生活が多様化し、安定し、集落が形成され

たこと、交易や自然信仰が見られたことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

4

弥生時代の暮らしと文化
稲作と金属器の伝来により、食糧生産社会に変わり、戦乱の時代になったこと、集合した

小国の例として邪馬台国の制度を理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

3

古墳の出現とヤマト政権

飛鳥時代初期の大王家と東アジア

継体天皇にみる大王家の混乱と、そこから朝鮮半島の足がかりを失ったこと、隋の出現から

日本の遅れを痛感し、中国をモデルにした国家体制を目指していくことを理解する。蘇我氏

を中心とした推古朝は仏教・儒教・法制度といった中国の制度を具体的に日本に取り入れ

ていったこと、天皇中心の中央集権体制の構築に着手したことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2
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古墳の出現と広がりから、畿内を中心としたヤマト政権が日本各地を従えた連合体であっ

たこと、古墳自体の特徴と前期・中期・後期ごとの変化を理解する。氏姓制度の仕組み

と、それが職能集団に分化していたこと、公私にわたる領地領民を持っていたことを理解す

る。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

3

東アジア諸国とヤマト政権

４～５世紀の東アジア情勢と、ヤマト政権は鉄資源獲得のために朝鮮半島に勢力を伸ば

していたこと、有利な立場になるために冊封されたことで大王の国内外の影響力が増したこ

とを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

５

月

飛鳥時代中期（皇極朝、孝徳朝）の大改革

唐の出現による対外危機と蘇我氏の専横による危機感から、乙巳の変により天皇中心の

国家体制に戻したこと、改新の詔により唐の律令国家を意識した中央集権国家体制の方

針が示されたことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

飛鳥時代後期（斉明朝、天智朝）の大改革

律令国家体制（古代の経済）
貨幣経済が始まったが機能しなくなっていたこと、戸籍による班田収授の具体的手法、律

令体制下の税制の内容と男性の負担の重さを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2

7～9世紀の東アジア諸国との外交
東アジアの国々と日本の交流がどの時期に活発化していたのか、それぞれの外交の特徴、

遣唐使が派遣されたことなどを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2

天武は天皇の権威を高め、皇親政治を強めたこと、持統は天皇中心の律令国家体制を

ほぼ完成させたことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

律令国家体制

大宝律令、養老律令の成立経緯と律の内容を理解する。中央政府の仕組み、役人の官

職と特権について具体的に理解する。行政区画と地方政府の仕組みについて具体的に理

解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

4



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

他氏排斥によって藤原北家の地位が確立し、摂関家が誕生したことを理解する。摂関の

権力構造と摂関家内部の抗争を理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

5

平安時代の国際関係 9～10世紀の東アジア諸国と日本との交流を理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

６

月

奈良時代の政治、民衆と土地制度

皇親、藤原氏、仏教の勢力争いの展開と、最終的に藤原式家の影響力が大きくなること

を理解する。民衆は生活が苦しく、税制度に対抗していたこと、輸租田を増やすために墾田

を奨励して政府の土地支配を強めるが、私有制が広まっていくことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

平安初期の政治改革
桓武天皇や嵯峨天皇を中心に、日本の実態に合うように律令制度が改革されたことを理

解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

3

藤原氏の他氏排斥と摂関政治

平安時代の土地制度

9世紀に班田収授が不可能となり、10世紀に人から土地へ課税対象が変化すること、徴

税のノルマを負う国司の実態や苛政、それに伴う民衆の反発、11世紀になると荘園が増

加し、荘園公領制が成立したことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

4



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

７

月

武士の登場
武士や武士団の形成の在り方、武家の棟梁となった清和源氏が、数度の鎮圧により東国

に勢力を確立したことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

後三条天皇の親政と院生の始まりと上皇の権力

平氏政権

平清盛が後白河上皇に接近し外戚関係をつくりあげて権力を握るが、貴族や上皇、寺社

が次々に反発していくこと、経済基盤が知行国、西日本に多い荘園、日宋貿易にあったこ

とを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

3

平氏の滅亡と源頼朝
平氏滅亡の過程を通して源頼朝が東国を中心に全国の支配権を確立していくことを理解

する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

3

後三条天皇が摂関政治を断ち切り、荘園公領制を確立したこと、院政がそれまでの律令

等をこえた存在としてふるまうこと、院政期の実態を政治体制、経済基盤、仏教勢力と武

士の重用の面から理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

保元・平治の乱
天皇家・摂関家の対立を武士が解決したことで武士が政界に進出していくことになったこと、

最初に権力を掌握したのが平清盛であったことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

８

月



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

2

９

月

平氏政権

平清盛が後白河上皇に接近し外戚関係をつくりあげて権力を握るが、貴族や上皇、寺社

が次々に反発していくこと、経済基盤が知行国、西日本に多い荘園、日宋貿易にあったこ

とを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

平氏の滅亡と源頼朝

執権政治と承久の乱　執権政治の展開
執権政治の展開で北条氏の勢力が確立していったこと、承久の乱と西国や朝廷への幕府

の影響力が強化されたことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

3

蒙古襲来と幕府権力の変化

蒙古襲来の経緯、蒙古襲来を通して西国への勢力の拡大と得宗専制政治が強まっていく

ことを理解する。武士の生活と土地支配の強化、庶民の社会を通し、農業や経済が発達

しはじめることを理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2

平氏滅亡の過程を通して源頼朝が東国を中心に全国の支配権を確立していくことを理解

する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

3

鎌倉幕府の成立とその特徴
鎌倉幕府の特徴の考察を通し、鎌倉幕府は武士たちの集団で成立し、頼朝個人の威光

で成り立っていることを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

2

中国との冊封体制を南北朝の動乱と関連付けて理解する。また、明、朝鮮との交易の状

況を概観し、産業・社会に与えた影響について考察する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

室町時代の産業・経済と庶民の台頭

農業技術・生産の発達について理解する。農業、手工業の発展の上に商業と流通・金融

制度が発達したことを理解する。また経済力を高めた庶民層の実力向上が政治・社会に

与える影響を考察する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

3

月

南北朝の動乱と室町幕府の成立

観応の擾乱を概観し、伝統的な御家人勢力と悪党など新興武士勢力の立場の違いを理

解する。この武士社会の状況が南北朝の動乱と結びつき、長期化させたことについて考察

する。また、それ故に室町幕府の権力基盤が脆弱であったことを理解する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

2

中世の外交

応仁の乱と室町幕府の衰退

将軍独裁の反動として鎌倉公方、諸守護大名によって抵抗や各地での紛争が起こったこと

を概観する。また背景に諸大名家内の権力闘争や惣村の発達による農民層、国人層の

勢力増大があったことを理解して、社会の変容と幕府の衰退を総合的に考察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

3

鎌倉幕府の滅亡と建武新政

鎌倉幕府滅亡の過程を後醍醐天皇の倒幕運動を主軸に理解し、幕府内部の武士経済

の変容とそれに対する幕府の対策不備と関連付けて考察する。同時に新政の状況を理解

し、この政権が短期間で潰えた理由を武士の立場から考察する。

基礎的事項、用語を理解できているか。各

事項を結びつけ、意義・影響・時代、社会

の構造を的確に把握できているか。各種の

史・資料や図版から論理的考察が出来てい

るか。質問に対する回答や意見発表など、

101010

10



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

月

戦国時代

戦国時代の状況を概観し、地方政権としての治世について理解する。特に分国法などの

家臣統制策や商業統制、土木事業などの殖産興業政策が、近世に継続していく政策で

あったことを考察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2

ヨーロッパ人の来航

江戸幕府の成立と武断政治

前政権がいずれも短命で終わったことの理解の上に、徳川氏による幕府成立過程と統治

制度、大名統治、民衆統治について概観する。そのうえでこの政権が「元和偃武」といわれ

る永続的に平和な治世をどのように形成したのか考察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

4

幕藩体制と近世の外交

徳川政権が南蛮人に偏らず、オランダ・イギリスなど紅毛人からも情報を収集し、これが鎖

国体制の完成に結びつくこと、東アジア近隣諸国との関係や交易などを概観し、この時代の

グローバル性を世界史と連動させて理解する。また、江戸期における「4つの窓」を概観す

る。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2

ヨーロッパ世界のルネサンス、大航海時代が「世界の拡大」をもたらした世界史的背景を理

解し、主として南蛮人がもたらした鉄砲、キリスト教といった文物と、その影響について概観し

日本社会に与えた影響・変化を考察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2

織豊政権

織豊政権が濃尾平野を舞台に天下を統一する過程を概観し、何故に統一が可能だった

のか、統一の結果社会がどのように変容するのかを考察し、それにより、戦国期の終末であ

り、近世の始めといえる時代について理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

2
111111



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

貨幣経済の発展が武士経済をひっ迫させ、享保の改革、寛政の改革を断行した過程を理

解する。また、田沼政治にみられる、重農主義を基本としつつ重商主義的な試みがなされ

ていった過程を考察し、歴史の必然的な流れを推察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

3

幕藩体制の動揺と三大改革（大御所政治～天

保の改革）

将軍家斉の時代の政治・経済の状況を理解し、社会に与えた影響を正負両面から考察

する。前記を土台に天保の改革の諸政策を理解し、社会にどのように受け止められたかを

考察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

4

月

文治政治への転換

武断政治による天下泰平の到来と反面、牢人増加がもたらす社会問題などを概観する。

また文治政治の内容を武家諸法度の変化や諸政策から理解する。その際、朱子学が文

治政治に果たした影響について学習しすることで、日本特有の「仁政」が何故実現したの

か、朱子学の学問的な発展が実証主義的態度や国学、といった諸学の発展をもたらし、そ

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

3

近世経済の発展
農業の発展を基礎とし、手工業や諸産業、交通、商業・金融業が発達し、貨幣経済が普

及したことを理解し、その影響・社会的矛盾を考察する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

4

幕藩体制の動揺と三大改革（享保の改革～寛

政の改革）

欧米列強の接近

市民革命・産業革命以降の欧米諸国の世界的進出が我が国に及んだ、その過程と世界

史的背景を考察する。諸外国の接近がやがて、鎖国を基礎とする社会体制を脅かし、幕

末・幕府滅亡へと近づいていく過程を理解する。

基礎的事項、用語を理解できて

いるか。各事項を結びつけ、意

義・影響・時代、社会の構造を

的確に把握できているか。各種の

4
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指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

１

月



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

２

月



指導内容 科目日本史Ｂ　具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

３

月


